
株式会社 駿府楽市 
～地場産業・伝統産業を市内外に発信～ 

店舗 駿府楽市 
（JR静岡駅ASTY西館） 

体験工房 駿府匠宿 
（静岡市駿河区丸子） 

伝統工芸産業振興と
観光の拠点 

地場産業の 
アンテナショップ 
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株式会社 駿府楽市の設立と沿革 

「伝統工芸品を買える店」 「地場産品を展示紹介できる場」 
地場産業振興発展をもとめる市内外・業界からの声 

平成  3年 第三セクターとして「株式会社駿府楽市」を設立。 
                    ＪＲ静岡駅構内「アスティ静岡」のオープンを機に既存の「静岡   
                    市特産品展示コーナー」とあわせ店舗「駿府楽市」営業開始 

歴史的な背景 
によるさまざまな 
伝統工芸品の存在 

家具、サンダルなど
多種にわたる 
地場産業が集積 
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駿府楽市 設立の目的 

市場性のある物づくりに向けた 
                アンテナショップ的役割 

                  ＝ニーズの把握 

職人さんや各業界への 
フィードバック 

         ＝新たな物づくりへ役立てる 

販売業務を通じ市民や駅利用者の方々に貢献 
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《基本理念》 

民間会社の販売ノウハウと 
静岡駅という立地条件を生 
かした積極的な販売活動 

平成3年から通算で
約60億円の市場を 

確保 
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駿府楽市 会社組織  

【 名 称 】    株式会社 駿府楽市 

【 所 在 地 】    静岡市葵区黒金町47 

【会社設立】    平成3年5月24日（開業 同年7月13日） 

【 資 本 金 】    50,000 千円 

【出資団体】    静岡市 
   静岡鉄道 
   静岡特産工業協会 
   ㈱静岡銀行 
   静岡商工会議所 
   静岡市酒造組合 

【 役 員 】    取締役7名、監査役1名 



5 

区  分 
駅楽市（店舗） 駿府匠宿 合  計 

男子 女子 計 男子 女子 計 男子 女子 計 

社 員 4 4 8 4 3 7 8 7 15 

契 約 社 員 0 1 16 17 1 16 17 

嘱 託 社 員 1 1 4 0 4 4 1 5 

常勤パート 0 7 15 22 7 15 22 

合 計 4 5 9 16 34 50 20 39 59 

駿府楽市 会社組織  

各部署に長年の販売・インストラクター経験と商品知識をもった社員を配置 

【従業員の状況】 

【勤続年数別 社員数】 （パート除く） 

勤続年数 駅楽市（店舗） 駿府匠宿 合  計 

～3年 1 7 8 

3～10年 0 9 9 

10年～ 8 12 20 

合  計 9 28 37 



•特産品、工芸品、民芸品などを販売               
⇒市民や駅利用者への提供、宣伝。 店舗販売 

•家具･プラモデルや伝統工芸品などを展示紹
介⇒市民や駅利用者に静岡の特産品をＰＲ。 展示ｺｰﾅｰ 

•県内外のイベント、大会等への臨時出店      
⇒静岡の特産品を広くＰＲ。 催事イベント 

•行政や一般企業を対象に地場産品の活用を
目的に商品を紹介斡旋。 外商活動 

•新商品の開発⇒お客様の声をフィードバック
し商品製作に生かす。 職人との連携 

《事業内容》   

店舗 駿府楽市 
〈ＪＲ静岡駅ASTY西館〉 
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店舗
販売 

静岡の特産品、工芸品、 
民芸品などを販売 

⇒消費者への提供、宣伝 

販売額   年間 約２億円 

    （取引業者数）  約400  

（取扱品数） 約1800ｱｲﾃﾑ 

土産品コーナー 

工芸品コーナー 

民芸品コーナー 



静岡の誇る家具･プラモデルや伝統
工芸品などを特別企画にて展示 

展示
コーナー 

年間25～30本もの展示を実施 
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家具展示コーナー 

プラモデル新作展 

駿河竹千筋細工
夏の展示会 

下駄職人展 

染めもの展 



県内外のイベントや催事への 
出張出店 

催事  
出店 

《過去の主なイベント出店》 
・浜名湖花博（2004） 
・静岡わかふじ国体（2003 ） 
・ねんりんピック静岡（2006） 
・高松宮妃ひなまつり展（2004～09） 
・国民文化祭（2009） 
・静岡ホビーフェア（2010～11） 

 
 

《その他の催事・大会への参加》 
・産業フェアしずおか 、静岡家具メッセ 他 
 ・静岡市の特産品東京展示会（新宿） 

 ・大阪物産展 、・静岡シティセールス（有楽町） 
 ・グランシップ、ツインメッセ等で開催される各種学会など   

 

静岡の特産品を広くＰＲ 
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浜名湖花博 

大阪物産展 

東京展示会 

静岡ホビーフェア 



外商/その他
活動 

店頭での「朝市」や「新茶まつり」などの開催を行い
生産者への販売場所の提供や地産地消を促進して
います。 

また県外からの来店者などに対し市街の飲食の店舗
の案内や観光情報の提供を行い旅行や出張のお手
伝いやおもてなしをしております。 

行政や一般企業を対象に地場産品の活用を目
的に商品を斡旋。また工芸品技術をいかした記
念品の製作など。 

職人との連携製作 

新商品や記念品の
開発 
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店頭での「新茶まつり」 

世界緑茶コンテスト記念品 
（蒔絵盾賞状） 

携帯スタンド 



体験工房 駿府匠宿 （駿河区丸子） 

設立経緯と目的 

多くの地場産業の所在地が点在    静岡市＝伝統工芸の町のイメージがない 

東海道五十三次の宿場「丸子」地区に歴史と伝統工芸を備えた施設を 
     作ることにより静岡市の新文化観光拠点としたい。 

•伝統工芸品の体験を通じ地場産業の振興と後継者育成を目指す    体 験  

•観光事業による集客性により静岡市の経済活性化    観 光  

•工芸品をはじめ「とろろ汁」など地元の特産品を提供ＰＲ 地場産品 

11 



体験工房 駿府匠宿 （駿河区丸子） 

《指定管理業務－（1）》 

伝統工芸の体験事業 

•体験工房（竹染・陶芸・サンドブラスト）の運営 

•匠の技が学べる「カルチャー教室」の開催 

•市内小学生体験学習授業の実施 

•展示コーナーの企画運営 

•伝統工芸職人の実演コーナーの企画運営 

後継者育成事業 

•小学生の体験学習での製作実演 

•若手後継者の作品展示会の開催 

•県内「子ども会」や児童クラブ等へのＰＲ活動 
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体験学習授業 

カルチャー教室 



体験工房 駿府匠宿 （駿河区丸子） 

《指定管理業務－（2）》 

イベントの開催 

• 夏・春休み・GW期間のスペシャル体験実施 

• 別館・工芸館での特別展示会開催                     
（富士山写真展、つるし飾り展等） 

• 季節イベントの開催                                                
（駿府そばまつり、山野草展等） 

観光事業への取組み 

• ツアー客向けの各種体験の実施（お茶､みかん） 

• 近隣観光施設との共同集客策の実施 

• 営業担当者によるＰＲ活動 
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駿府そばまつり 

みかん詰め 



体験工房 駿府匠宿 （駿河区丸子） 

《自主事業》 

物販飲食店舗の運営 

• 伝統工芸品､地場特産品､土産品の販売                            
（物販年間販売額 約７千万円弱） 

• 飲食店舗の運営（自然薯をメインにしたメニュー等） 

• 団体ツアー客への飲食提供事業 

 

地元地域とのふれあい、活性化 

• 丸子まちづくり協議会など地元各種団体への協力 

• 地元行事（大鈩朝市・泉ヶ谷芸術祭・丸子夏祭り）等への
協力 

• 町内清掃活動への参加 
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体験工房 駿府匠宿 （駿河区丸子） 

《来場者状況》 
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駿府楽市 課題と対策 

健全な経営基盤の確立 
《現状》 
・景気に左右される売上収入 
・不安定要素の多い観光客だのみ 
・市内での大会・イベント開催の減   
  少による売上低迷 
 

《対策》 
・市と連携したＰＲ活動の強化 
・一般来場者の比率のＵＰ 
・魅力ある体験内容への取組み 
・安定して売れる商品の開発 
・営業や外商活動の強化 
・経費の見直し削減の徹底 
 

人材の育成 
《現状》 
・適任後継者（インストラクター）不足   
 

《対策》 
・後継者の採用、育成 
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